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(57)【要約】
【課題】冷却水が除湿手段に給水されない状態を検出し
、除湿できない状態で乾燥運転が実施されることを防止
するようにした洗濯乾燥機を提供する。
【解決手段】
　乾燥工程の開始時と、水冷除湿手段に冷却水を給水開
始したときに水温検知手段により温度を検出し、その温
度差により任意の判定値を選択し、水冷除湿手段に冷却
水を給水開始してからの温度変化量が任意の判定値以上
にならないときは、冷却水が給水されていないと判定し
、冷却水の給水異常による異常処理を実行する。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、前記筐体内に支持され内部に洗濯水を溜める外槽と、前記外槽内に回転自在に
支持され洗濯物を収容する洗濯槽と、前記洗濯槽の底部に設置した回転翼と、前記洗濯槽
および前記回転翼を回転させる駆動部と、前記洗濯槽内に温風を供給する温風供給部と、
冷却水を給水することにより温風を冷却する水冷除湿手段と、前記水冷除湿手段により熱
交換した後の水の温度を検出する水温検知手段を設け、前記駆動部、温風供給部、水冷除
湿手段、水温検知手段を制御する制御部と、を備えた洗濯乾燥機において、
　前記制御部は、乾燥工程の開始時と、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始した時に前
記水温検知手段により温度を検出し、その温度差により、複数の温度差判定値から任意の
温度差判定値を選択し、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始してから所定時間が経過し
た時の温度変化量が前記任意の温度差判定値以上とならないときは、冷却水が給水されて
いないと判定し、冷却水の給水異常による異常処理を行うことを特徴とする洗濯乾燥機。
【請求項２】
　請求項１に記載の洗濯乾燥機において、
　外気を送風することにより温風を冷却する空冷除湿手段を備え、
　前記制御部は、乾燥工程の開始時と、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始した時に前
記水温検知手段により温度を検出し、その温度差により、複数の温度差判定値から任意の
温度差判定値を選択し、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始してから所定時間が経過し
た時の温度変化量が前記任意の温度差判定値以上とならないときは、冷却水が給水されて
いないと判定し、前記水冷除湿手段による除湿を停止し、前記空冷除湿手段による除湿を
開始することを特徴とする洗濯乾燥機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗濯物から蒸発した水分を冷却水により凝縮回収する水冷除湿手段を備えた
洗濯乾燥機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　洗濯乾燥機は、洗濯物の汚れを落とす洗い工程と、洗濯物から洗剤成分を取り除くすす
ぎ工程と、洗濯物に含まれる水分を減らす脱水工程をそれぞれ単独、または連続して運転
する洗濯コースと、湿った洗濯物を乾燥させる乾燥コースと、洗濯コースと乾燥コースを
連続して運転する洗濯乾燥コースを実施することができる。
【０００３】
　乾燥工程においては、洗濯物が収容された洗濯槽内に温風を供給し、洗濯物を温めるこ
とにより洗濯物に含まれる水分を蒸発させ、湿気を含んだ温風を冷却水により冷却し、湿
気を凝縮回収し、冷却されて温度が下がった温風を再び過熱して洗濯槽内に供給する。
【０００４】
　このような水冷除湿方式を採用しているドラム式洗濯乾燥機が特許文献１に記載されて
いる。この特許文献１には、「透孔が形成されたドラム内に洗濯物を収容して回転駆動さ
れる回転ドラムを収容する水槽に設けられた排気口から排気した空気を除湿手段及び加熱
手段が配置された送風管路を通して前記水槽に設けられた送風口から回転ドラム内に送風
する送風手段及び空気循環路が形成され、冷却水供給手段から前記除湿手段を構成する熱
交換器に供給されて熱交換した後の冷却水の温度を検出する冷却水温度検出手段と、冷却
水供給手段を制御する制御手段とが設けられ、前記制御手段は乾燥工程の開始時に、前記
冷却水供給手段による給水開始を第１の所定時間遅延させ、給水開始されたときに冷却水
温度検知手段によって検出された冷却水温度の第２の所定温度内の変化量が所定変化量以
上にならないとき、給水異常報知を実行することを特徴とする。」と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
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【０００５】
【特許文献１】特開２００５－１３７５０７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ある条件Ａにおいては、乾燥工程の開始時に冷却水の給水開始を遅延させた後に熱交換
器に給水がなされると、給水される以前に冷却水温度検知手段に検出される冷却水温度に
比して給水された後に検出された冷却水温度は急激に低下し、冷却水給水手段を作動させ
て冷却水の供給を開始させても水道蛇口が閉じられているような状態では冷却水の供給は
なされていないので、冷却水温度検知手段で検出される温度は上昇を続ける。
【０００７】
　しかしながら、洗濯乾燥機の設置される排水口には、一般的に下水道からの悪臭を水封
して遮断する器具（排水トラップ）が設定されており、このように排水手段からの空気の
流れが遮られる場合や、冷却水温度検知手段の取り付け位置が温風の循環風路から離れて
設置されているなどの場合（条件Ｂ）では、乾燥工程の開始時から冷却水を給水開始する
までの間に冷却水温度検知手段に検出される冷却水温度の変化が少なくなる。このような
条件では、冷却水の給水開始後から冷却水温度検知手段によって検出される冷却水温度が
上昇を開始する。この時の温度上昇は、条件Ａにおいて、冷却水が給水されていない時の
温度上昇と同じような変化量を示す。
【０００８】
　つまり、条件Ａにおいては、冷却水が給水されていないと判定される温度変化量は、別
の条件Ｂにおいては、冷却水が給水されているときの温度変化量となるため、冷却水が給
水されていても冷却水が給水されていないと判定され、冷却水の給水異常と誤判定する可
能性があった。
【０００９】
　本発明の目的は、設置条件などに影響されることなく合理的に冷却水の給水異常判定を
行うことができる洗濯乾燥機を提供することにある。
【００１０】
　本発明の他の目的は、冷却水の給水異常と判定した場合に、除湿手段を水冷から空冷に
切替えて乾燥運転を継続させ、除湿機能が正常に働かない状態にならないようにした洗濯
乾燥機を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　前記目的を達成するため、本発明は、　筐体と、前記筐体内に支持され内部に洗濯水を
溜める外槽と、前記外槽内に回転自在に支持され洗濯物を収容する洗濯槽と、前記洗濯槽
の底部に設置した回転翼と、前記洗濯槽および前記回転翼を回転させる駆動部と、前記洗
濯槽内に温風を供給する温風供給部と、冷却水を給水することにより温風を冷却する水冷
除湿手段と、前記水冷除湿手段により熱交換した後の水の温度を検出する水温検知手段を
設け、前記駆動部、温風供給部、水冷除湿手段、水温検知手段を制御する制御部とを備え
た洗濯乾燥機において、
　前記制御部は、乾燥工程の開始時と、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始した時に前
記水温検知手段により温度を検出し、その温度差により、複数の温度差判定値から任意の
温度差判定値を選択し、前記水冷除湿手段に冷却水を給水開始してから所定時間が経過し
た時の温度変化量が前記任意の温度差判定値以上とならないときは、冷却水が給水されて
いないと判定し、冷却水の給水異常による異常処理を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明によれば、設置条件などに影響されることなく、合理的に冷却水の給水異常を判
定することができるので、除湿機能が正常に働かない状態で乾燥運転を実行して、洗濯物
が乾かない等の乾燥不良を発生させることを抑制できる。
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【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の実施形態による洗濯乾燥機の構造を示す縦断面図
【図２】本発明の実施形態による乾燥行程中の温度変化
【図３】本発明の実施形態による冷却水のありなしによる水温変化
【図４】本発明の他の実施形態による洗濯乾燥機の構造を示す縦断面図
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態による洗濯乾燥機について、図面を用いて説明する。なお、以
下の実施形態は、本発明を具体化した一例であって、本発明の技術的範囲を限定する性格
のものではない。
【実施例１】
【００１５】
　以下、本発明の一実施例を図１、図２、図３に沿って説明する。
【００１６】
　図１は、本発明の実施形態による洗濯乾燥機の構造を示す縦断面図である。
【００１７】
　洗濯乾燥機の外枠１内には、洗濯水を溜める外槽２が外枠１の上端四隅部から垂下させ
た４本の吊り部材（図示せず）で防振支持され、外枠１内の中心部に縦向きに配置されて
いる。外槽２内に配置される洗濯槽３は、ステンレス鋼板を用いて、軸方向に長い有底円
筒形状に形成されている。洗濯槽３の周壁には、通水及び通風のための貫通穴７が形成さ
れる。
【００１８】
　洗濯槽３内の内底面部の中央には、洗濯物を撹拌して洗い運転、すすぎ運転、乾燥運転
等を行う回転翼６が回転自在に設けられている。回転翼６は、駆動装置８によって回転駆
動され、正回転／逆回転を繰り返して洗い運転、すすぎ運転、乾燥運転等を行う。脱水運
転時には、洗濯槽３と回転翼６は一体的に高速回転し、洗濯物に含まれる水分が脱水され
る。
【００１９】
　駆動装置８は、可逆回転型のコンデンサ分相単相誘導電動機、インバータ駆動電動機等
を使用した駆動電動機と電磁操作クラッチ機構と遊星歯車減速機構を内蔵し、駆動電動機
と電磁操作クラッチ機構を制御することによって、洗濯槽３を静止させた状態で回転翼６
を繰り返し正逆（往復）回転させる撹拌駆動モードと、洗濯槽３と回転翼６を一体的に同
一方向に回転させる脱水駆動モードとを選択的に実行する駆動機能を有する。
【００２０】
　外枠１内の後側部には、排気接続部２４により外槽２と接続された循環ダクト１８が設
置されており、循環ダクト１８の風路内には、乾燥工程において洗濯物から蒸発した水分
を含む温風を、冷却水で冷却して除湿するための水冷除湿板２０が設置され、循環してい
る温風に含まれる糸くず等を除去する糸屑フィルタ（図示せず）が着脱可能に設置され、
白抜き矢印で示すように、外槽２から排気接続部２４を通り、循環ダクト１８の下から上
方向に向かう温風の流れを形成する温風用送風機１９と、冷却されて除湿した後の循環温
風を加熱するためのヒータ１７とが設けられている。また、風路内には循環空気の湿度に
感応する湿度センサ（図示せず）が設置される。
【００２１】
　また、循環ダクト１８には洗濯槽３から排出され循環ダクト１８内を循環する温風の温
度を検出する循環温度センサ２２を配設し、排気接続部２４には冷却水の流れる位置に水
温センサ２３を配設し、冷却して凝縮回収された結露水を含む冷却水の温度を検出する。
洗濯運転時は、循環温度センサ２２、または、水温センサ２３により、洗濯水、または、
すすぎ水の水温を検出し、検出した水温により洗い工程や、すすぎ工程の制御内容を変更
することに利用することも可能である。
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【００２２】
　続いて、乾燥運転における循環温度センサ２２による検出温度Ｔ１、および、水温セン
サ２３による検出温度Ｔ２、Ｔ３を図２により説明する。
【００２３】
　乾燥工程おいて、循環温度センサ２２により循環ダクト１８内を循環する温風の温度を
検出するが、その検出温度Ｔ１は、図２（ａ）に示すように変化する。乾燥運転の開始点
Ａから所定時間経過した点Ｂまでは、制御部９は、ヒータ１７による加熱を行わず消費電
力量を抑えながら、駆動装置８を制御して洗濯槽３と回転翼６を一体的に高速回転させ、
洗濯物に含まれる水分を減らすための脱水運転を行う。乾燥工程の開始点Ａの温度は、洗
い、すすぎ、脱水工程を行ったあとに乾燥工程を実行する場合は、洗濯で使用した水道水
の水温とほぼ同じ値、例えば、水道水の水温が１５℃の場合は点Ａの温度も１５℃となり
、また、乾燥工程から運転する場合で、洗濯運転を行っていない時は洗濯乾燥機が設置さ
れている空間の気温とほぼ同じ値、例えば、設置されている空間の気温が２０℃の場合、
点Ａの温度も２０℃となる。
【００２４】
　制御部９は、点Ｂでヒータ１７に通電を開始するとともに、温風用送風機１９を起動し
て、洗濯槽３内に温風の供給を開始する。温風が供給されると、洗濯槽３内に収容された
洗濯物は温風にさらされて点Ｃまで温度が上昇する。点Ａから点Ｃまでの区間ｔＡは、洗
濯槽３や洗濯物を温める区間であり、一般的に予熱乾燥期と呼ばれる。
【００２５】
　やがて、ヒータ１７の加熱熱量と洗濯物に含まれる水分の蒸発潜熱の熱量が平衡状態と
なるため、検出温度Ｔ１は緩やかな変化となる。点Ｃから点Ｄまでの区間ｔＢは、熱量が
平衡状態を保った乾燥状態の区間であり、恒率乾燥期と呼ばれる。
【００２６】
　制御部９は、点Ｃで給水ユニット１１を制御し、冷却水（水道水）を水冷除湿板２０に
給水を開始する。水冷除湿板２０は、循環ダクト１８の下から上方向に向かって循環する
温風と、毎分０．２から０．５Ｌ給水される冷却水の接触面積を増やすために蛇行したリ
ブ（図示せず）を有しており、温風を効率よく冷却でき、除湿性能を向上する構造として
いる。
【００２７】
　さらに乾燥が進むと、洗濯物に含まれる水分が減少し、蒸発潜熱の熱量に対し、ヒータ
１７の加熱量が過剰となる。過剰となった熱量は、洗濯物や循環する温風の温度を上昇さ
せるため、点Ｄから検出温度Ｔ１は再び上昇する。点Ｄ以降の区間ｔＣは、一般的に減率
乾燥期と呼ばれる。
【００２８】
　図２（ｂ）は、水温センサ２３による検出温度Ｔ２、Ｔ３の変化を示している。洗濯槽
３に供給された温風は、外槽２から排気され排気接続部２４を通り、循環ダクト１８を下
から上方向の流れに循環するが、排水弁１４が開弁し、かつ、排水ホース２５が開放状態
に設置された条件Ａでは、外槽２より排気された温風の一部は、排気接続部２４から排水
弁１４を通り、排水ホース２５から排気されるため、水温センサ２３が温風に温められる
ことで検出温度Ｔ２は、点Ｂから点Ｅまで上昇する。
【００２９】
　一方、排水トラップにより水封され、排水ホース２５が塞がれている場合、または、洗
濯槽３を早く温めるために、排水弁１４を閉弁し排水ホース２５の風路を遮断して運転す
るなどの条件Ｂでは、外槽２から排気される温風はすべて、排気接続部２４を通り循環ダ
クト１８を下から上方向の流れに循環するため、水温センサ２３が温風に温められること
がなく、検出温度Ｔ３は、筐体１内の空気の温度上昇とほぼ同じ温度上昇となり、点Ｇま
で緩やかな上昇を示す。
【００３０】
　点Ｅ、点Ｇでは、制御部９により冷却水の給水が開始され、湿気を含んだ温風は水冷除
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湿板２０により結露点まで冷やされて凝縮し、結露水となり冷却水とともに排気接続部２
４に流れて、排水弁１４および排水ホース２５を通り排水される。点Ｅまで上昇した検出
温度Ｔ２は、結露水とともに流れてくる冷却水により、所定時間ｔ１経過した点Ｆまで急
激に温度低下する。一方、排水弁１４が閉弁している場合、制御部９により冷却水の給水
が開始するとともに排水弁１４を開弁するので、点Ｂから点Ｇまでの温度変化が少ない検
出温度Ｔ３は、冷却水とともに流れてくる結露水により温められ、所定時間ｔ１経過した
点Ｈまで温度上昇する。
【００３１】
　次に、冷却水が正常に給水される場合と、水栓が閉じられて冷却水が給水されない場合
の温度変化について、図３を用いて説明する。図３（ａ）は、排水ホース２５が開放状態
に設置された条件Ａにおいて、冷却水が給水される時の水温センサ２３による検出温度Ｔ
２－１を実線で、冷却水が給水されない時の水温センサ２３による検出温度Ｔ２－２を点
線で示す。乾燥工程を開始した点Ａで水温センサ２３により水温を検出し、冷却水を給水
開始する点Ｅで水温センサ２３により水温を検出し、点Ｅの水温から点Ａの水温を引いた
温度変化量ｄＫ１を求める。温度変化量ｄＫ１は、例えば、２０～３０℃となる。次に、
所定時間ｔ１が経過した点Ｆで水温センサ２３により水温を検出し、点Ｆの水温から点Ｅ
の水温を引いた温度変化量ｄＫ２を求める。冷却水が給水されている場合は点Ｆの水温は
点Ｅの水温より低くなり、温度変化量ｄＫ２は負の値、例えば、－８～－１５℃となる。
一方、冷却水が給水されていない場合は、点Ｆの水温は点Ｅの水温より高くなり、温度変
化量ｄＫ２は正の値、例えば、３～１０℃となる。
【００３２】
　図３（ｂ）は、排水ホース２５が塞がれている条件Ｂにおいて、冷却水が給水される時
の水温センサ２３による検出温度Ｔ２－１を実線で、冷却水が給水されない時の水温セン
サ２３による検出温度Ｔ２－２を点線で示す。乾燥工程を開始した点Ａで水温センサ２３
により水温を検出し、冷却水を給水開始する点Ｅで水温センサ２３により水温を検出し、
点Ｅの水温から点Ａの水温を引いた温度変化量ｄＫ１を求める。温度変化量ｄＫ１は、例
えば、５～１５℃となる。次に、所定時間ｔ１が経過した点Ｆで水温センサ２３により水
温を検出し、点Ｆの水温から点Ｅの水温を引いた温度変化量ｄＫ２を求める。冷却水が給
水されている場合は点Ｆの水温は点Ｅの水温より高くなり、温度変化量ｄＫ２は、例えば
、８～１５℃となる。一方、冷却水が給水されていない場合は、点Ｆの水温は点Ｅの水温
よりやや高くなり、温度変化量ｄＫ２は、例えば、１～４℃となる。
【００３３】
　洗濯乾燥機が設置されている条件は、温度変化量ｄＫ１が、例えば、１８℃以上となっ
た場合は排水ホース２５が開放状態であると判定し、それより小さい場合は排水トラップ
により水封され、排水ホース２５が塞がれていると判定する。
【００３４】
　冷却水が給水されていると判定する条件は、排水ホース２５が開放状態であると判定し
た場合は、制御部９は、複数ある温度変化判定値から任意の判定値を選択し、温度変化量
ｄＫ２が、例えば０℃以下の時、排水トラップにより水封され、排水ホース２５が塞がれ
ていると判定した場合は、任意の判定値、例えば５℃以上の時である。この時は、冷却水
が正常に給水されているため乾燥工程を継続する。
【００３５】
　一方、冷却水が給水されていないと判定する条件は、排水ホースが開放状態であると判
定した場合は温度変化量ｄＫ２が判定値より大きい時であり、排水トラップにより水封さ
れ、排水ホース２５が塞がれている場合は温度変化量ｄＫ２が判定値より小さい時となる
。冷却水が給水されていないと判定された場合は、制御部９は、給水ユニット１１を制御
し、冷却水の給水を停止するとともに、表示パネル１６上に冷却水の給水異常であると表
示するように制御する。
【実施例２】
【００３６】
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　構成については、図４を用いて説明する。上記実施例１と同じであるが、実施例１と異
なる点は、上記、冷却水による水冷除湿手段の他に、循環ダクト１８を空冷するための冷
却用送風機２８を備えた構成とし、冷却水が給水されていない給水異常と判定した場合は
、制御部９は冷却水による水冷除湿を停止し、冷却用送風機２８による空冷除湿に切替え
て乾燥運転を継続する。
【００３７】
　上記の実施例によれば、設置条件などに影響されることなく、合理的に冷却水の給水異
常を判定することができるので、除湿機能が正常に働かない状態で乾燥運転を実行して、
洗濯物が乾かない等の乾燥不良を発生させることを抑制できる。
【符号の説明】
【００３８】
　１　　　　　外枠（筐体）
　２　　　　　外槽
　３　　　　　洗濯槽
　６　　　　　回転翼
　８　　　　　駆動装置（駆動部）
　９　　　　　制御部
　１７　　　　ヒータ
　１９　　　　温風用送風機（温風供給部）
　２０　　　　水冷除湿板（水冷除湿手段）
　２２　　　　循環温度センサ
　２３　　　　水温センサ（水温検知手段）
　２４　　　　排気接続部
　２５　　　　排水ホース
　２８　　　　冷却用送風機（空冷除湿手段）
【図１】 【図２】
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